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ふるさと文学館 

2023 年 新春号（1・2 月） Ｎo.55 

ようこそ文学館へ ～2022 年、福井県ふるさと文学館に来館された作家たち～ 

 
 

12/23（金）～4/9（日） 

 

特集展示 パラレルワールド・フクイ ー架空のふくいを描いた文学ー 
12/23（金）～3/15（水） 

 

 2022年に当館を訪れた数多くの作家・文化人の中

から児童文学作家の角野栄子氏や直木賞作家の中

島京子氏ら、9 名の作家をピックアップし、書籍や

サイン色紙を紹介します。同時にふるさと文学館の

昨年の様々な活動も振り返ります。 

 当館の企画展やイベントに興味・関心を持ってい

ただき関連する文学作品を手に取る機会となれば

幸いです。 

  

おしどり文学館協定福井県荒川区合同特集コーナー 
 

 山深い竹神村の竹人形細工師・喜助のはかない恋愛を描いた水上勉

『越前竹人形』や、美しい自然に囲まれながらも荒廃した田舎町・葦原

での若者の青春を描く島田雅彦『絶望キャラメル』など、ふくいの架空

の町や建物、施設が登場する小説を中心とした文学作品を紹介します。 

 架空のふくいが描かれた文学作品は、近未来・パラレルワールド作品

や、ミステリー・サスペンス、青春小説、幻想小説など、多岐にわたり

ます。作品を手に取って、非日常のふくいを味わってみてください。 

  

第 20回トピック展示 

「吉村昭と津村節子―故郷と家族の記憶―」 
会期:12/16(金)～3/15(水) 

会場:ゆいの森あらかわ 吉村昭記念文学館 

   2F 著作閲覧コーナー（東京都荒川区）  
  
吉村昭と津村節子、それぞれの故郷と家族を描い

た作品や、幼少期から結婚までの二人の写真などを

紹介します。 

津村節子・吉村昭夫婦にちなみ、2017年 11月 5日、当館と吉村昭記念文学館（東京都荒川区）は「おし

どり文学館協定」を締結しました。5周年を迎えた 2022年度は、福井県と荒川区のそれぞれにおいて津村節

子・吉村昭の著作や資料を連続で紹介しています。冬季の両館の展示を紹介します。 

特集展示 

 津村節子「智恵子飛ぶ」～芸術家夫婦を描いて～ 

会期:12/23（金）～3/15（水） 

会場:福井県ふるさと文学館タイムリースポット  

  （福井県福井市） 
 
 

荒川区とゆかりの深い芸術家夫婦の高村光太郎と

高村智恵子。二人の葛藤を描いた津村節子の小説『智

恵子飛ぶ』を紹介します。 



–– 

イベント予定 
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日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7     1 2 3 4     1 2 3 4 

8  9 10 11 12 13 14  5 6 7 8 9 10 11  5 6 7 8 9 10 11 

15 16 17 18 19 20 21  12 13 14 15 16 17 18  12 13 14 15 16 17 18 

22 23 24 25 26 27 28  19 20 21 22 23 24 25  19 20 21 22 23 24 25 

29 30 31      26 27 28      26 27 28 29 30 31  

 

 

 

＊2023 年の開館は 1 月 4 日（水）からとなります。 

＊開館時間は火～金(祝以外):午前９時～午後７時、土・日・祝:午前９時～午後６時です。 

＊福井駅東口から図書館まで運行している無料シャトルバス（フレンドリーバス）をご利用ください。 

＊ユー・アイふくいの託児ルームが利用できます！〔1回 300円・未就学児対象。2 日前までにユー・アイふくい（0776-41-4254）へ〕 

 

※カレンダーは変更となる場合があります。

最新情報は HP をご覧ください。 

ＴＥＬ：０７７６－３３－８８６６ ＦＡＸ：０７７６－３３－８８６１ Ｅ－ｍａｉｌ：bungakukan@pref.fukui.lg.jp  

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp     https://www.facebook.com/fukuibungaku/ 

Twittwer 福井県ふるさと文学館＠Fukui_Pref_Lite →→→ 

発行：福井県ふるさと文学館  〒918-8113 福井市下馬町 51-11 (福井県立図書館内) 

参加の際は感染症対策にご協力ください。 

イベントは中止・延期となる場合があります。HPにて最新の情報をご参照ください。 
 

 

 開館カレンダー  2023年1月  2月                 3月 

新型コロナウイルス感染防止のため、展示室の定期的な換気や入館者数の制限を行うとともに、十分な間隔をとって観
覧していただけるよう配慮し、開催いたします。なお、発熱や咳等の風邪症状がある方、体調のすぐれない方は観覧をお
控えください。マスク着用、手洗い、アルコール消毒等による感染防止対策にご協力をお願いいたします。 

福井県立図書館移転開館 20 周年記念  

今村翔吾氏講演会「直木賞から旅に出て」 
2 月 19 日（日）14:00～15:30 

講師：今村 翔吾 氏（作家） 

会場：県立図書館 多目的ホール 定員：70 名（参加無料・要申込・福井県在住の方） 
 

第 26 回風花随筆文学賞 授賞式・記念講演会 
3 月 5 日（日）  

〈授賞式〉13:00～13:40 

〈記念講演会〉14:00～15:30 
会場：県立図書館 多目的ホール 

 

 
 

 
 

文学の小路スケジュール  
◆比那ヶ岳俳句会作品展 1/15（日）～1/25（水） 

越前市で句会や俳誌の発行などの活動を続けている比那ヶ岳俳句会の作品を展示します。 
 
◆青森県近代文学館 寺山修司パネル展 1/27（金）～3/21（火） 

2023 年は青森を代表する作家のひとり、寺山修司の没後 40 年にあたります。これにちなみ、10 年前青

森県近代文学館で開催された没後 30年記念特別展をまとめたパネルを展示します。 

【お申込み方法について】 

このイベントのお申込みは往復はがきにて受付いたします。お電話・メールなどではお申込みいただけ

ませんのでご注意ください。往復はがきの書き方は、イベントチラシもしくは当館ホームページにてご

確認ください。応募者多数の場合は抽選といたします。 
 

記念講演会講師：出
で

久
く

根
ね

 達郎
た つ ろ う

 氏（作家） 
直木賞作家で、日本文藝家協会副理事長、風花随筆文学賞

特別審査員長を務める出久根氏に、お話をうかがいます。 

 

 

 

 
 

 
 

直木賞受賞作品『塞王の楯』で一乗谷を描いた作家の今

村氏に、歴史小説の魅力などをお話しいただきます。 

 

 

 

 
 

 
 

定員：30 名（参加無料・要申込）主催：風花随筆文学賞実行委員会  

※TEL、FAX等にてお申込みください。直接文学館窓口に申込むこともできます。 

 

 

 

 

 
 

 
 


